　

様式第１号（第３条関係）

静岡市消防団協力事業所表示証交付申請書

平成　　年　　月　　日
静岡市長
○○　○○　様

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　静岡市○○区○○○番地の○　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  申請者　　株式会社　○○○○　

代表取締役　○○○○　　　印

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

静岡市消防団協力事業所表示証の交付を受けたいので、静岡市消防団協力事業所表示制度実施要綱第３条の規定により、下記のとおり申請します。

記

１　申請区分（該当する区分にレ点を記入してください。）

　☑新　規（初めて消防団協力事業所表示証の交付を受けようとする場合）

　□追　加（既に消防団協力事業所表示証の交付を受けており、その有効期間内に他市町村長と連名で当該表示証の交付を受けようとする場合）

　□再申請（消防団協力事業所表示証の表示有効期間が満了し、再度交付を希望する場合）

２　協力内容

　消防団への協力内容を要綱第４条第１項第１号から第３号までに掲げる基準を参照の上、具体的に下記に記入してください。また、消防団活動への協力が地域の消防防災体制の充実強化に寄与していると思われることがあれば具体的に記入してください。


従業員２０名のうち事業主を含み１０人が消防団員であり、事業所設立より消防団員を多数雇用する事業所。

当社の所在する清水区○○地区では、日頃から社員（消防団員）に対し地域の方々との親睦を図るよう教育し、可搬ポンプの指導など積極的に地域防災意識の高揚に努めている。

社内規定には特に定めていないが、就業中であっても、社員（消防団員）の災害出動を認めている。

例えば、平成２４年○月○日、午後○時頃、市内○区○○一丁目で発生した建物火災では、社員(消防団員)が、その付近に居たため、自らが中心となり、住宅裏山に延焼した山火事の延焼阻止及び、他の地元分団員と共に消火活動に努め火災の拡大を防いだため、住民から感謝されている。

また、平成２４年○月○日午前○時30分頃、市内○区○○町で発生した建物火災に社員（消防団員）６名が出動、消火活動に努め、鎮火まで４時間を要し出勤時間となったが、午前中は無理に出勤をさせず、自宅で休養をとらせたことなどもある。

３　従業員の消防団所属状況

	従業員名
	所属消防団名及び分団名
	消防団が所在する市町村名

	○○○○
	静岡第○分団
	静岡市

	○○○○
	静岡第○分団
	静岡市

	○○○○
	静岡第○分団
	静岡市

	○○○○
	静岡第○分団
	静岡市

	○○○○
	静岡第○分団
	静岡市

	○○○○
	静岡第○分団
	静岡市

	○○○○
	静岡第○分団
	静岡市

	○○○○
	清水第○分団
	静岡市

	○○○○
	清水第○分団
	静岡市

	○○○○
	清水第○分団
	静岡市

	以上
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	


４　添付資料
（１）　事業所等の案内・パンフレット等

（２）　再申請の場合は、前回表示証
（３）　その他審査に必要な資料（２の協力内容が具体的にわかる資料等）

	市記入欄


	【特記事項】

表示年月日　　　年　　月　　日


事　業　所　概　要

事業所名　　　株式会社　○○○○
所　　　　在　　　○○○－○○○○
静岡市○○区○○○○
054－○○○－○○○○
資本金　　　２０００万円

従業員等　　　従業員○○人
沿　　　　革　　　平成○年４月１日設立

　　　　　　　　　　 現在に至る。
役　　　　員　　　代表取締役　○○○○
　　　　　　　　　

会社の特徴　　　　建物の建設・耐震補強工事を行い、住みよい環境作り・防災に強い町づくりなど、社会貢献を目指している会社である。
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